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秋田公立美術大学附属高等学院について	

全校生徒　８３名	
男子生徒　１２名	
女子生徒　７１名	
教職員数　２７名	



各科各コースについて	

	
工芸美術科　木材工芸コース	

　鉋やノミなどの手道具から、大型の
木工機械の使い方を身に付け、主と
して家具を制作する。ほぞ組などの
木工の構造について、その加工法を
学ぶとともに、木材の性質について
も理解を深める。三年生では生徒の
それぞれのアイデアにもとづき、木
材の良さを生かした作品制作に取り
組んでいる。	

	

	
工芸美術科　金属工芸コース	

銀や銅、鉄などの様々な金属を用い
て、指輪やペンダントなどのジュエ
リー、オブジェや実用的な器、照明
器具などを制作することで、鍛金・彫
金・精密鋳造などの基本的な技法を
学ぶ。また、若さあふれる感覚で、現
代的な作品制作をするためのデザイ
ン力と制作ができる知識と技術を身
に付ける。	

	

	

デザイン科　	

インテリアデザインコース	

自分たちの住んでいる住宅や店舗、
公共施設などの室内空間をデザイン
するための知識や技術を学ぶ。実習
では、インテリアデザインの基礎知
識やインテリア図面の読解、図面等
による表現法、模型の作り方などを
学び、美しく快適な空間や家具をデ
ザインできる能力を身に付ける。	

	



デザイン科ビジュアルデザインコース	

「目で見て、理解させる・感じさせる」分野である視覚伝達デザインについて学ぶ。
ポスターやパンフレット等の印刷物のためのデザイン、商品を美的で機能的に包
装するパッケージデザイン、現代のデザインに欠かせないコンピュータ・グラフィッ
クスなどの知識と技術を身に付ける。	

	



問題解決型学習について	

問題解決型学習（PBL型学習）は、自己学習を促すと共に小グループでの議論を
通じて、学習者の能力を高める教育方法として評価されている。	

近年、世界中の高等教育機関を中心に取り入れられており、多くの研究成果が発
表されている。	

	
（P.Schwarz,S.Mennin,G.Webb,「PBL世界の大学での小グループ問題基盤型カリキュラム導入の経験に学ぶ」、
篠原出版新社、２００７年）	



問題解決型学習の取り組みについて	

	

コースの人数が１０名以下の	

少人数での授業	

	

	
生徒が自ら問題を探り、	

課題を設定する	

	

デザインという手法で、	
目に見える形で	
問題を解決する	

	
教員が４人で	

指導や相談を行う	



課題について	

「秋田県の市町村をデザインする」	



「秋田県の市町村をデザインする」について	

	
秋田県の市町村では、人口減
少・後継者不足などの社会問題
を抱えている。さらに大潟村を除
いた市町村がすべて消滅可能性
都市であるという報告もある。（若
年女性が２０４０年までに半減する都市。
日本創生会議作成）	

	

	

そのために、これからの秋田県
を担う高校生が秋田県の各市町
村が抱える問題をリサーチを通
して探り、その問題をビジュアル
デザインの手法を使って解決す
るという授業を行う。	

	

問　題	 解　決	



授業計画について	

	

６　月	

	

市町村決定	

	

７　月	

	

事前調査	

	

８　月	

	

現地調査	

	

９　月	

	

テーマ決定	

	

１０　月	

	

デザイン制作	

	

１１　月	

	

デザイン完成	

	

１２　月	

	

校内プレゼン	

	

２　月	

	

作品展示	



情報収集について	

	

インターネット	

	

紙媒体	

（チラシ、フリーペーパー）	

	

市町村市史など	

	

写真撮影	

	

情報収集	

	

店舗などの視察	

事　前　調　査	

現　地　調　査	



デザインテーマについて	

NO.	 テ　ー　マ	 市町村	

１	 　訪日外国人のための「秋田犬のふるさと」PR計画	 大館市	

２	 　「ほったのさく」VI計画	 大仙市	

３	 　『FUJISATO	ROUTE』のデザイン	 藤里町	

４	 　「かづのブランド」VI計画	 鹿角市	

５	 　「万灯火」のデザイン	 上小阿仁村	

６	 　「オガあるき」VI計画	 男鹿市	

７	 　「うごべじクリエイト」VI計画	 羽後町	

８	 　「空と大地の田んぼ体験」VI計画	 大潟村	

９	 　「ますだクラシック-内蔵に泊まれる街-」VI計画	 横手市	

１０	 　「花の街　日本国花苑」VI計画	 井川町	



デザイン作品について　『FUZJISATO ROUTE』のデザイン（藤里町）	

	

藤里町の	
問題点	

・観光客が	
　少ない	
・認知度が低い	
	

	

解 決 案	
　・豊かな自然を売りにする	
　・サイクリングの町として	
　　売り出す	
	



デザイン作品について　『FUZJISATO ROUTE』のデザイン（藤里町）	

	

デザイン展開	
	
・サイクリングに必要なサ
インやグッズ、パンフレット
などのデザインを制作	
	
・統一されたイメージにな
るように、情報を整理する	
	
・デザイン制作は、
Illustratorをベースに必要
な生徒は、Photoshopも使
用している。	
	
	



デザイン作品について　『FUZJISATO ROUTE』のデザイン（藤里町）	

	

印刷物制作	
	
・ターゲットユーザーに合
わせたデザイン	
	
・印刷は外部の印刷会社
に発注した	
	
	



デザイン作品について　訪日外国人のための「秋田犬のふるさと」PR計画（大館市）	

大館市の	
問題点	

・秋田犬は世界
的に有名だが、
大館市が原産
地だとは、知ら
れていない	
	

	

解 決 案	
　・東京五輪に向けて、大館　　	
　　を「秋田犬のふるさと」と	
　　してPRする	
	



デザイン作品について　訪日外国人のための「秋田犬のふるさと」PR計画（大館市）	

	

デザイン展開	
	
・外国人が見て分かりや
すいようなサイン計画	
	
・ポスター、サイン、パンフ
レットなどが同じイメージ
になるように情報を統一
する	
	



デザイン作品について　訪日外国人のための「秋田犬のふるさと」PR計画（大館市）	

	

印刷物制作	
	
・イラストなどのデザインも
本人が行った	
	
・紙や綴じ方なども印刷会
社の方との打ち合わせを
通じて決定した。	
	



デザイン作品について　「ほったのさく」VI計画（大仙市）	



デザイン作品について　「かづのブランド」VI計画（鹿角市）	



デザイン作品について　「万灯火」のデザイン（上小阿仁村）	



デザイン作品について　「オガあるき」VI計画（男鹿市）	



デザイン作品について　「うごべじクリエイト」VI計画（羽後町）	



デザイン作品について　「空と大地の田んぼ体験」VI計画（大潟村）	



デザイン作品について　「ますだクラシック-内蔵に泊まれる街-」VI計画（横手市）	



デザイン作品について　「花の街　日本国花苑」VI計画（井川町）	



プレゼンテーションについて	

	

プレゼンテーションは、卒業制作発表
会として、全校生徒・職員、保護者の
前で行われた	
	

	

プレゼンの資料作りや、発表の仕方な
どコース内で練習や検討を重ね準備
をしてきた。	
	



展覧会について	

	

展覧会は市内の展示スペースで学校
展として行った。会場レイアウトや展示、
当番などを通して展覧会を作り上げた	
	

	
展示の様子。来場者対応やメディア対
応なども生徒たちが行った。	
	



生徒のデザイン提案を各市町村に送付したところ、大仙市の文化財保護課から
デザイン提案の採用やデザインの依頼があった。	

授業の成果について	

採用になった作品
（国指定遺跡「払田
柵跡」のキャラク
ターデザイン）	

追加依頼があって
制作した作品（旧
池田氏庭園のキャ
ラクターデザイン）	



授業の課題と今年度の取り組みについて	

	

	

	

・生徒の架空の提案であるため、
地域が抱える課題と一致してい
なかった	
・市町村民の顔が見えない	

	

・個々に選択させていた市町村
をコースで一つに絞った（五城目町）	

・五城目町のリサーチを多方面
から重ねる	

・住民と関わってデザインを制作
する	

授業の課題	 今年度の取り組み	



今年度のテーマについて	

「五城目町をデザインする」	
　　　－町民の夢や妄想を視覚化する－	



・五城目町は、 秋田市の北方30km、能代市の南方30km、干拓によ
る大潟村の東方に位置し、県都秋田市まで約40分の距離にある。急
峻な山岳地帯から肥沃な水田地帯まで変化に富んだ農業と林業の
農山村であるとともに、中心部には約500年の伝統を誇る露天朝市
が栄え、製材、家具、建具、打刃物、醸造業と商店街が発達し、湖東
部における商工業都市を形成している。	

・五城目町は、地域おこし協力隊や若者の移住などが盛んで、まち
づくりが地元の方の手で行われていることに注目した。	

・地元の方に取材をし、地域の人たちの顔が見えるデザインにする
ことで、五城目町の関係人口が増えるようなポスターができないかと
考え、授業で取り組んでいる。今年度はポスターと名刺デザインの
制作を検討してる。	

五城目町のデザインについて	



「五城目町をデザインする」　（事前取材の様子） 



「五城目町をデザインする」　（デザイン合宿の様子） 



秋田公立美術大学附属高等学院　 
デザイン科ビジュアルデザインコース  
澤田弦吾　/　SAWATA　GENGO 
〒010-1632　秋田市新屋大川町12-3  
TEL:018-828-4127　FAX:018-828-0811  
Email:g-sawata@akibi.ac.jp  
URL:http://www.akibi.ac.jp/akibi-fu/	


